










































































































































































































































































































































































































































for  self-fulfillment, namely,  to  the  tendency  for him  to become 
actualized  in what  he  is  potentially. This  tendency might  be 




person  to person.  In one  individual  it may  take  the  form of  the 
desire  to  be  an  ideal mother,  in  another  it may be  expressed 
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both giving and receiving love.”(Mot.〔1954〕, p.90)。また、Toward a Psychology 
of Being〔1962〕, pp.41-43も参照。
66）同上書, 99ページ。
67）同上書, 100ページ。
68）欲求と欲望（desire）の概念に関して一言。欲望とは「何らかの目標を得ようとす
る際の内的状態。要求ないし欲求とほぼ同義の用語であるが、この状態が無意識的な
ものでなく、意識されていることを強調する場合に用いられることがある」（『心辞』, 
p.867.）
69）同上書, 100ページ。
70）同上書, 100ページ。
71）マズローは、承認の欲求が満たされない場合について次のように述べている。“the 
thwarting of these needs 〔筆者注；these needs＝the esteem needs〕produces 
feelings of inferiority, of weakness, and of helplessness.”(Mot.〔1954〕, p.91)。
72）同上書, 101ページ。
73）同上書, 101ページ。
74）同上書, 101ページ。
75）同上書, 101ページ。
76）同上書, 93ページ。
77）行動（behavior）とは、「そのときどきの環境条件において示される、有機体（生
活体）の運動や反応、あるいは変化。心理学において、有機体とは人間をはじめとす
る動物のことである〔中略〕。現代心理学の対象を意識ではなく観察可能な行動とす
る立場は、少なくとも方法論的行動主義の意味において、多くの心理学者に受け入れ
られてはいるが、行動そのものの定義については定まったものがない」（『心辞』, 
p.254）。
78）マズローは、「すべての行動が基本的欲求によって決定されるのではない」（『人間
性の心理学』〔以下、『人間』〕,〔初版〕, p.112）と述べ、「すべての行動が動機づけられ
ているのではないとさえもいえる。動機以外にも行動を決定する要因が幾つもある」
（『人間』,〔初版〕, p.112）と付け加えている。彼によれば、「人間の動機が自分をとり
まく環境や他人とは無関係に、行動となって現れるということはめったにない」（『人
間』,〔初版〕, p.80）。その例として、「外部要因、文化、環境など」（『人間』,〔初版〕, p.80）
三島重顕：経営学におけるマズローの自己実現概念の再考 (1)
―　　―92
（the exterior、the environment、 or the aituation）（Mot.〔1954〕, p.74）あるいは、
「条件反射」（『人間』,〔初版〕, p.113）（conditioned reflexes）（Mot.〔1954〕, p.103）
なども挙げている。
79）動機づけ（motivation）とは、「行動の理由を考えるときに用いられる大概念であ
り、行動を一定の方向に向けて生起させ、持続させる過程や機能の全般をさす。〔中
略〕ごく一般的には、行動は、主体が何らかの要求（欲求）をもち、同時に要求の対
象（誘因）が存在するときに生起すると考えられている。さらに、要求と誘因が出会
うことによって生じ、行動の直接的な推進力となる動因の概念もこの過程に加えられ
ることがある。しかしながら、動機づけの概念の捉え方は、各研究パラダイムによっ
て異なり、確定的なものではない」（『心辞』, p.622）。
80）同上書, 115ページ。
81）同上書, 109ページ。
82）同上書, 115ページ。
83）同上書, 115ページ。
84）1943年の段階では、マズローは自己実現の欲求の満足の後について明言を避けてい
る。しかし、1954年、ゴートン・オルポートの「機能的自立性」（Functional 
Autonomy）という概念を用い、それが持続する欲求であることを暗示した。Mot.
〔1954〕, p.106を参考。
85）同上書, 107ページ。
86）同上書, 109ページ。
87）マズローは他に、たとえばある低次の欲求が長期間満足されれば、後にそれを剥奪
されても比較的長い間耐えることができることについて言及している。Mot.〔1954〕, 
pp.98-100を参考。
88）同上書, 109ページ。
89）op. cit., p.387.
90）前掲書, 109ページ。
91）同上書, 109ページ。
92）op. cit., p.387.
93）前掲書, 110-1ページ。
94）同上書, 110ページ。
95）同上書, 110ページ。
96）同上書, 110ページ。
97）同上書, 112ページ。
98）同上書, 112ページ。
99）同上書, 77ページ。
100) op. cit., p.70.
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101) 欲求階層説に関する著書において、各基本的欲求の間に明確に線を引いたピラミッ
ド型の図をよく目にする。たとえば、Kotler（1994）などがその種の図を記載してい
る。しかし、マズローは欲求間に明確な線を引けないことを明言している。それゆ
え、その種の図は再考される必要があろう。
102) op. cit., pp.388-389.
103) op. cit., p.92.
104) op. cit., p.382.
105) op. cit., p.92.

